
古文書にみる宿場と村の生活 9

261261261

40

　

江
戸
時
代
も
後
半
期
に
な
る
と

各
地
に
特
産
物
が
生
ま
れ
る
が
、

農
村
地
帯
で
あ
る
上
尾
市
域
の
特

産
物
は
、
農
産
物
と
そ
れ
ら
の
加

工
品
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
の

埼
玉
県
域
は
、
西
側
は
養
蚕
地
帯

で
東
側
は
木
綿
地
帯
で
あ
り
、

﹁
絹
﹂と﹁
木
綿
﹂が
二
大
特
産
物
で

あ
る
。
上
尾
市
域
は
木
綿
地
帯
に

あ
り
、
畑
地
に
綿
が
作
ら
れ
、
農

民
の
手
に
よ
り﹁
綿
織
物
﹂が
生
産

さ
れ
て
い
る
。
享
保
六（
一
七
二

一
）年
の
上
瓦
葺
村
の
記
録
に
、

﹁
木
綿
﹂の
栽
培
が
見
え
る
の
は
そ

の
例
で
あ
る（﹃
新
編
埼
玉
県
史
通

史
編
４
﹄・﹃
上
尾
市
史
第
三
巻
﹄）。

　

江
戸
後
期
の
上
尾
市
域
の
特
産

物
に
、名
の
知
ら
れ
た
も
の
に﹁
紅

花
﹂が
あ
る
。
紅
花
は
商
人
が
も

た
ら
し
た
作
物
で
、
江
戸
の
柳
屋

五
郎
三
郎
の
手
代
が
、
上
村（
上

尾
市
大
字
上
）の
七
五
郎
に
種
を

渡
し
て
栽
培
さ
せ
た
と
い
わ
れ

る
。
紅
花
は
栽
培
期
が
麦
作
と
競

合
す
る
が
、
高
収
入
に
な
っ
た
た

め
栽
培
が
拡
大
し
て
い
る
。
紅
花

は
開
花
し
た
花
を
摘
ん
で
半
加
工

の﹁
紅べ
に

餅も
ち

﹂に
す
る
が
、
こ
れ
が
京

都
な
ど
の
問
屋
に
送
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
当
時
生
産
地
の
各
村
々

で
は
、
農
間
渡
世
の
紅
花
商
人
が

数
多
く
活
躍
し
て
い
る（﹃
武
州
の

紅
花
﹄）。

　

紅
花
の
よ
う
に
多
く
の
村
々
で

生
産
さ
れ
た
特
産
物
も
あ
る
が
、

南
村
の﹁
笊ざ
る

﹂の
よ
う
に
一
村
か
ぎ

り
の
特
産
物
も
あ
る
。正
徳
六（
一

七
一
六
）年
の
南
村
明
細
帳
で
は
、

﹁
男
ハ
さ
る（
笊
）を
作
り
か
せ

（
稼
）き
仕
候
﹂と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
記
述
で
は
分
か
り
に

く
い
が
、
こ
の
時
代
に
竹
製
品
が

生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
こ
の
地
区
は
現
在
で
も
通

称﹁
か
ご
屋
﹂と
称
さ
れ
る
家
が
所

在
し
、
江
戸
時
代
の
特
産
物
が
現

在
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う
。
県

内
で
も
珍
し
い
特
産
物
事
例
と

な
っ
て
い
る（﹃
上
尾
市
史
第
三

巻
﹄）。

　

上
尾
市
域
に
は
江
戸
初
期
に

﹁
酒
造
株
﹂を
所
有
し
、
酒
造
を
営

む
者
も
い
る
が
、
幕
末
期
に
は
酒

造
を
営
む
者
が
上
尾
宿
・
原
市
村

な
ど
で
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
点

か
ら
み
る
と
、﹁
清
酒
﹂も
上
尾
市

域
の
特
産
物
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
と
こ
ろ
で
同
じ
醸
造
業
で
も

﹁
醤し

ょ
う
ゆ油
﹂は
、
関
西
に
比
し
て
関
東

は
遅
い
発
達
で
あ
る
。
幕
末
期
に

久
保
村
須
田
家
で
は
醤
油
を
醸
造

し
て
い
る
が
、
発
達
の
遅
か
っ
た

関
東
で
は
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

同
家
は
近
在
農
村
の
需
要
を
背
景

に
し
て
お
り
、
こ
れ
は
当
時
の
農

村
の
生
活
水
準
の
向
上
を
う
か
が

わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
醤
油

の
需
要
が
増
大
し
た
の
は
、
当
時

の
食
生
活
が
変
化
し
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
醤
油
も
清
酒
と
並
ん
で
、
上
尾

市
域
の
特
産
物
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
上
尾
市
域
の
特
産
物
が
増

大
し
て
き
た
こ
と
は
、
地
域
の

人
々
の
生
活
が
上
昇
し
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る（
前
掲
書
）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須

茂
）

◆上尾市域の特産物◆

本紙は、再生紙を使用しております。

◆﹃広報あげお﹄は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅の他、市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”を利用してください。
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現在も﹁かご屋﹂と称される家が点在
している南新梨子地区

市の人口・世帯
（平成２4年１１月１日現在）

22万7，５１５人
男／11万3，4８7人
女／11万4，０２８人
　※前月より８4人増。

9万４，００9世帯

○に入る文字や数字を当ててください｡

【賞品】正解者の中から抽選で₅人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、﹃広報あげお﹄
の感想を記入して、１２月２１日（金）まで（必着）
に上尾市広報課﹁わくわくクイズ係﹂へ。

あて先：〒36２-850１本町3-１-１
メールアドレス ： ｓ55000＠ｃｉｔｙ.ａｇｅｏ.ｌｇ.ｊｐ
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせて
いただきます。　※正解は₁月号のこのコー
ナーで。前号の答えは﹁あげお﹂でした。ご応
募ありがとうございました（応募者４5人）。

○○○○○○のルートとダイヤを変更
します。

� （ヒントは₅ページ）


